
申申し込み　問問い合わせ

保
留
地
を
売
り
払
い
ま
す

　

保
留
地
を
一
般
競
争
入
札
で
売
り

払
い
ま
す
。
参
加
に
は
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
売
払
い

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
札
日
＝
２
月
28
日
㈭

会
場
＝
市
役
所
９
階
東
会
議
室

案
内
の
配
布
＝
市
役
所
区
画
整
理
課

で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
２
月
21
日
㈭
ま
で
に
同
課
（
☎
０
２

７
‐
８
９
８
‐
６
９
１
２
）
へ
直
接

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
経
費
＝
学
用

品
・
通
学
用
品
費
、

学
校
給
食
費
、
修

学
旅
行
費
な
ど

申
３
月
８
日
㈮
ま

で
に
各
学
校
へ
直
接

問
各
学
校
か
学
校

教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９

８
‐
５
８
１
５

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
要
件
確
認

　

著
し
く
重
度
の
障
害
が
重
複
し
て

い
る
な
ど
の
理
由
で
常
に
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
人
で
、
20

歳
以
上
の
人
は
特
別
障
害
者
手
当
を
、

20
歳
未
満
の
人
は
障
害
児
福
祉
手
当

を
支
給
。
こ
れ
ら
の
手
当
の
認
定
に

は
、
細
か
な
認
定
基
準
や
所
得
制
限

な
ど
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

障
害
福
祉
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
て

住
所
や
所
得
状
況
が
変
わ
っ
た
人
は
、

す
ぐ
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

支
給
月
額
＝
〈
特
別
障
害
者
手
当
〉

２
万
６
，
９
４
０
円
〈
障
害
児
福
祉

手
当
〉
１
万
４
，
６
５
０
円

要
件
＝
〈
特
別
障
害
者
手
当
〉
❶
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
❷
３
カ

月
を
超
え
て
入
院
・
介
護
老
人
保
健

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
〈
障
害
児

福
祉
手
当
〉
❶
児
童
福
祉
施
設
な
ど

の
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な

い
❷
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

給
し
て
い
な
い

●
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら

　

手
当
の
受
給
に
は
、
前
述
の
全
て

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
人
は
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を

せ
ず
に
手
当
を
受
給
す
る
と
、
返
還

し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
１

一
人
親
の
悩
み
相
談
に
乗
り
ま
す

　

一
人
親
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
県
母
子
会
自
立
支
援
セ
ン
タ

ー
の
相
談
員
が
、
養
育
費
や
就
業
な

ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
＝
２
月
21
日
㈭
13
時
〜
16
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
の
一
人
親
か
離
婚

を
考
え
て
い
る
人
、
先
着
３
人

申
２
月
15
日
㈮
ま
で
に
子
育
て
支
援
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
１
へ

災
害
に
備
え
訓
練
放
送
実
施

　

国
民
保
護
情
報
を
想
定
し
た
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
本
市
で
は
防
災
行
政
無
線

と
防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
訓
練
放
送
が
流

れ
ま
す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
20
日
㈬
11
時

問
危
機
管
理
室

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
９
３
５

コ
ン
ビ
ニ
証
明
交
付
が
休
止
に

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

２
月
12
日
㈫
と
13
日
㈬
は
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。
詳

し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
１
４

　

援
助
し
ま
す
学
用
品
な
ど
の
費
用

　

児
童
生
徒
が
円
滑
に
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
家
庭
の
事
情
に
応

じ
て
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
各
学
校
か
ら
児
童
生
徒
に
配
布

す
る
、
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報

大
規
模
小
売
店
舗
の
地
元
説
明
会

　

フ
レ
ッ
セ
イ
荒
牧
店
の
営
業
時
間

変
更
な
ど
に
伴
い
、
地
元
説
明
会
を

開
催
。
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に

基
づ
き
説
明
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
13
日
㈬
18
時
30
分

会
場
＝
南
橘
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
２
７
３

自
殺
を
社
会
全
体
で
予
防
す
る

　

春
は
進
学
や
就
職
、
職
場
の
異
動

な
ど
、
生
活
環
境
の
変
化
が
起
こ
る

時
季
。
大
き
な
変
化
に
出
合
う
と
人

は
強
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
精
神
状

態
が
不
安
定
に
な
り
が
ち
で
す
。
３

月
は
自
殺
者
数
が
最
も
多
い
た
め
、

自
殺
対
策
強
化
月
間
と
し
て
全
国
的

に
自
殺
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
身
が
つ
ら
い
と
き
や
苦
し
い
と

き
に
は
、
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

信
頼
で
き
る
人
に
打
ち
明
け
た
り
、

専
門
的
な
相
談
機
関
に
相
談
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
悩
み
が
軽
く
な
り
支

援
も
得
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

周
囲
の
人
が
眠
れ
な
い
よ
う
に
見
え

た
り
、
疲
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

り
し
て
い
る
と
き
は
、
深
く
悩
ん
で

い
る
サ
イ
ン
で
す
。
声
を
掛
け
、
話

を
聴
く
だ
け
で
も
相
手
の
安
心
と
落

ち
着
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
社
会
全
体
で
お
互
い
に
支
え
合
い
、

孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
こ
と
が
自
殺
を

予
防
す
る
た
め
に
大
切
で
す
。

相
談
先
＝
保
健
予
防
課
☎
０
２
７
‐

２
２
０
‐
５
７
８
７
、
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐

０
６
４
‐
５
５
６
、
群
馬
い
の
ち
の

電
話
☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
０
７
８
３

●
味
方
に
な
り
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座

　

日
本
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
協
会
代
表

の
大
小
原
利
信
さ
ん
を
講
師
に
、
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
へ
の
声
の
掛
け

方
や
話
の
聴
き
方
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
３
月
６
日
㈬
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先

着
１
５
０
人

申
３
月
４
日
㈪
ま
で
に
保
健
予
防
課
へ

●
市
立
図
書
館
で
自
殺
予
防
の
た
め

の
ブ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

自
殺
予
防
や
命
の
大
切
さ
を
テ
ー

マ
に
本
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

本
の
貸
し
出
し
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
を
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
19
日
㈫
〜
４
月
７
日
㈰

会
場
＝
市
立
図
書
館

　

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

　

城
南
支
所
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
管
内
を
対
象
に
、
特
定
計
量
器

の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
計
量

器
を
取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場
な
ど
は
上
表
の
と
お

り
。
廃
業
な
ど
で
計
量
器
を
使
用
し

な
く
な
っ
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
計
量
検
査
所

☎
０
２
７
‐
２
５
５
‐
２
２
１
８

（
検
査
当
日
は
☎
０
８
０
‐
１
２
２

７
‐
６
４
４
５
）

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー　
　
　
　
10
時
〜
19
時

窓 口
業務時間

お
知
ら
せ

○10分番組
　健康、子育て、環境、
観光、文化・芸術、生
涯学習など、さまざま
なジャンルの番組を10
分間でお届けします。

［毎週火木土曜］ 9:49 
再放送は火木曜18:20 
土曜13:49

○�まえばし情報
ステーション

　5分番組
旬な前橋をお伝
えします。

［月～金］ 7:54 
再放送は17:54 　

特定計量器定期検査日程

期日 会場 検査対象区域

２月13日㈬ 元総社市民サービスセンター

元総社町、元総社町一〜三丁目、石倉町、石倉町
一〜五丁目、下石倉町、大友町、大友町一〜三丁目、
鳥羽町、問屋町一・二丁目、大渡町一丁目の一部

２月14日㈭ 永明市民サービスセンター

上大島町、天川大島町、天川大島町一〜三丁目、
野中町、女屋町、東上野町、上長磯町、下長磯町、
小島田町、駒形町

２月19日㈫ 下川淵市民サービスセンター
公田町、鶴光路町、新堀町、亀里町、横手町、下
川町、力丸町、房丸町、徳丸町、下阿内町

２月20日㈬ 東市民サービスセンター

箱田町、後家町、前箱田町、前箱田町二丁目、川
曲町、稲荷新田町、青葉町、下新田町、朝日が丘町、
上新田町、大利根町一・二丁目、小相木町、小相
木町一丁目、光が丘町、古市町、古市町一・二丁
目、江田町、新前橋町

２月21日㈭ 上川淵市民サービスセンター

橳島町、朝倉町、朝倉町一〜四丁目、広瀬町一〜
三丁目、後閑町、上佐鳥町、下佐鳥町、宮地町、
西善町、山王町、山王町一・二丁目、中内町、東
善町

２月25日㈪ 南橘市民サービスセンター

田口町、川原町、川原町一・二丁目、龍蔵寺町、
下小出町、下小出町一〜三丁目、北代田町、上細
井町、青柳町、下細井町、日輪寺町、南橘町、荒
牧町、荒牧町一〜四丁目、関根町、関根町一〜三
丁目、川端町、上小出町一〜三丁目

２月26日㈫
桂萱市民サービ
スセンター

三俣町一〜三丁目、西片貝町一〜五丁目、東片貝
町、幸塚町、下沖町、上沖町

２月27日㈬ 上泉町、石関町、亀泉町、荻窪町、堀之下町、江
木町、堤町

３月５日㈫ 芳賀市民サービ
スセンター

五代町、端気町、鳥取町、小坂子町、小神明町、
勝沢町、嶺町、金丸町、高花台一・二丁目

３月６日㈬ 下大島町公民館
（下大島町）　 下大島町

３月12日㈫ 城南支所

下大屋町、泉沢町、富田町、荒口町、荒子町、西
大室町、東大室町、飯土井町、新井町、二之宮町、
今井町、笂井町、小屋原町、上増田町、下増田町、
鶴が谷町、神沢の森

３月14日㈭
・15日㈮ 計量検査所

総社町総社、総社町植野、総社町桜が丘、総社町
高井、高井町一丁目、大渡町一丁目の一部、大渡
町二丁目、総社町一〜四丁目、清野町、青梨子町、
池端町、上青梨子町（15日は全区域が対象）

時間は９時30分〜12時、13時〜16時。指定の期日に都合がつかないときは、
他の会場でも検査を受けることができます。
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